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第
61
回
平
泉
芭
蕉
祭

全
国
俳
句
大
会

　

当
町
と
ゆ
か
り
の
深
い
俳

人
・
松
尾
芭
蕉
を
し
の
ぶ
「
第
61

回
平
泉
芭
蕉
祭
全
国
俳
句
大

会
」
を
６
月
29
日
、
毛
越
寺
で
開

催
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

今
回
は
、
応
募
句
の
部
に
全

国
か
ら
９
６
８
句
、
当
日
句
に

は
２
０
０
句
、
小
中
学
校
の
部

に
町
内
か
ら
６
９
９
句
、
県
内

（
町
外
）
の
部
に
は
４
８
０
句
の

投
句
が
集
ま
り
、
次
の
作
品
が

特
選
に
輝
き
ま
し
た
。
児
童
・
生

徒
の
部
は
、
町
内
小
中
学
校
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
句
の
部

　
特
選

【
小
澤
實
先
生
選
】

　

天　
　

阿
弖
流
為
の
国
や
畦
火
の
狼
煙
め
く　
　

 

岩
谷　

塵じ
ん

外が
い（

秋
田
市
）

　

地　
　

遠
足
の
子
ら
静
ま
り
ぬ
光
堂　
　
　

     

京
極　

久
き
ゅ
う

也や

（
大
崎
市
）

　

人　
　

鬼
房
の
国
の
残
雪
ほ
と
ぼ
れ
り　
　
　
　

 

水
戸　

勇
喜（
宮
城
県
）

【
白
濱
一
羊
先
生
選
】

　

天　
　

一
つ
一
つ
は
淋
し
が
り
屋
の
葱
坊
主　
　

 

宇う

留る

田た

敬
子（
松
阪
市
）

　

地　
　

香
水
を
一
滴
落
す
柩
か
な　
　
　
　
　

 　

舘　

健
一
郎（
常
陸
太
田
市

）

　

人　
　

遠
足
の
子
ら
静
ま
り
ぬ
光
堂　
　
　
　
　

 

京
極　

久
也（
大
崎
市
）

【
小
畑
柚
流
先
生
選
】

　

天　
　

満
開
と
い
う
静
か
さ
や
古
代
蓮　
　
　
　

 

加
藤
健
一
郎（
青
森
市
）

　

地　
　

巫
女
舞
の
果
て
た
る
舞
台
飛
花
落
花　
　

 

小
野
寺
束つ

か

子こ

（
一
関
市
）

　

人　
　

囀
を
飼
ひ
馴
ら
し
た
る
老
樹
か
な　
　
　

 

齋
藤　

雅
博（
盛
岡
市
）

【
小
林
輝
子
先
生
選
】

　

天　
　

古
の
花
の
束た

ば

し

ね

稲
山
今
に
猶　
　
　
　
　
　

 

野
村
と
き
え（
一
関
市
）

　

地　
　

遠
足
の
子
ら
静
ま
り
ぬ
光
堂　
　
　
　
　

 

京
極　

久
也（
大
崎
市
）

　

人　
　

蕗
の
芽
の
廃
寺
に
一
つ
基
衡
忌　
　
　
　

 

岩
渕　

洋
子（
平
泉
町
）

【
渡
辺
誠
一
郎
先
生
選
】

　

天　
　

空
高
く
本
家
分
家
の
鯉
の
ぼ
り　
　
　

   

鈴
木　

勝
也（
大
崎
市
）

　

地　
　

畑
ま
で
稚

や

や

見
せ
に
来
る
麦
の
秋　
　
　
　

 

羽
藤　

焼
し
ょ
う

石せ

き（
奥
州
市
）

　

人　
　

ぼ
う
た
ん
や
帯
解
く
ご
と
く
崩
れ
落
つ　

 

石
川
喜
美
子（
気
仙
沼
市
）

【
照
井
翠
先
生
選
】

　

天　
　

千
年
も
色
を
継
ぎ
足
す
蓮
か
な　
　
　
　

 

門
間
と
し
ゑ（
大
崎
市
）

　

地　
　

花
筏
国
を
は
な
る
ゝ
国
の
あ
り　
　
　
　

 

阿
部　
　

靖
き
よ
し（

奥
州
市
）

　

人　
　

千
年
の
閂
は
ず
し
夏
来
る　
　
　
　
　
　

 

雪
田　

樹じ
ゅ

理り

（
青
森
市
）

■
当
日
句
の
部

　
特
選

【
小
澤
實
先
生
選
】

　

一
席　
　

群
れ
咲
い
て
あ
や
め
浄
土
と
な
り
に
け
り　
　

 

齋
藤　

雅
博（
盛
岡
市
）

　

二
席　
　

楸
邨
碑
六
十
五
屯
也
炎
暑　
　
　
　

 　

佐
々
木
克か

つ

狼ろ
う

駄だ

（
大
崎
市
）

　

三
席　
　

清
衡
の
願
文
此
処
に
深
み
ど
り     　
　

木
村　

一
枝（
大
崎
市
）

【
白
濱
一
羊
先
生
選
】

　

一
席　
　

目
瞑
れ
ば
失
せ
し
堂
宇
も
梅
雨
の
寺　
　

 

佐
藤
た
け
子（
奥
州
市
）

　

二
席　
　

英
訳
の
三
行
句
碑
や
平
泉
の
日    　
　

佐
藤　

明あ
き

彦ひ
こ（

盛
岡
市
）

　

三
席　
　

補
聴
器
を
外
し
て
涼
し
石
仏    　
　

佐
々
木
邦ほ

う

世せ
い（

平
泉
町
）

【
小
畑
柚
流
先
生
選
】

　

一
席　
　

万
緑
の
中
に
浄
土
の
池
澄
め
り　
　

 
木
村
螢け

い

雪せ
つ

子し

（
大
崎
市
）

　

二
席　
　

花
菖
蒲
た
だ
一
心
に
今
日
の
色　
　

 

村
上
眞
理
子（
奥
州
市
）

　

三
席　
　

梅
雨
晴
の
水
を
舞
台
に
蝶
の
舞  　
　

砂
金　

眠み
ん

人と

（
一
関
市
）

【
小
林
輝
子
先
生
選
】

　

一
席　
　

楸
邨
碑
六
十
五
屯
也
炎
暑      　
　

 　

佐
々
木
克
狼
駄（
大
崎
市
）

　

二
席　
　

法
灯
も
戦
火
も
尽
き
ず
蟻
走
る 

　
　

 

和
田　

タ
ケ（
盛
岡
市
）

　

三
席　
　

曇
天
と
い
ふ
煌
め
き
に
花
あ
や
め  　
　

鈴
木　

勝
也（
大
崎
市
）

【
渡
辺
誠
一
郎
先
生
選
】

　

一
席　
　

法
灯
も
戦
火
も
尽
き
ず
蟻
走
る   

　
　

和
田　

タ
ケ（
盛
岡
市
）

　

二
席　
　

万
緑
も
世
界
遺
産
や
平
泉    　
　

 

遠
藤
カ
オ
ル（
奥
州
市
）

　

三
席　
　

賽
銭
の
こ
ろ
げ
る
句
座
の
平
泉
の
日　
　

青
沼　

利と
し

秋あ
き（

奥
州
市
）

【
照
井
翠
先
生
選
】

　

一
席　
　

遠
き
世
の
庭
に
拾
ひ
し
落
し
文　
　

 

木
村　

一
枝（
大
崎
市
）

　

二
席　
　

法
灯
も
戦
火
も
尽
き
ず
蟻
走
る　
　

 

和
田　

タ
ケ（
盛
岡
市
）

　

三
席　
　

毛け

越ご
し

て
ふ
延
年
の
郷
あ
げ
は
舞
ふ　

 

江
原　

遅
筆（
一
関
市
）

■
児
童
・
生
徒
の
部

【
平
泉
小
学
校
】

　

特
選　
　

胸
お
ど
る
藤
原
祭
り
の
マ
ー
チ
ン
グ　
　

  

佐
藤
琥
士
冴（
６
年
）

　

特
選　
　

つ
ば
め
来
る
新
品
せ
お
う
ラ
ン
ド
セ
ル   　

 

瀧
澤　

実
央（
６
年
）

　

特
選　
　

こ
の
春
は
新
人
戦
で
ホ
ー
ム
ラ
ン        

佐
藤　

颯
翔（
５
年
）

【
長
島
小
学
校
】

　

特
選　
　

こ
い
の
ぼ
り
さ
く
ら
み
な
が
ら
う
れ
し
そ
う　

 

千
葉　

彩
夏（
１
年
）

　

特
選　
　

ふ
き
の
と
う
き
の
う
は
２
こ
き
ょ
う
は
５
こ　
　

岩
渕  　

柊（
１
年
）

　

特
選　
　

ね
こ
た
ち
が
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
で
お
お
あ
く
び　
　

三
浦　

唯
花（
２
年
）

【
平
泉
中
学
校
】

　

特
選　
　

遣
水
に
花
筏
浮
く
毛
越
寺    　
　
　

 

岩
淵　

歩
大（
２
年
）

　

特
選　
　

教
室
に
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
春
の
風      　
　

菊
地　

奈
央（
３
年
）

　

特
選　
　

今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
を
と
ば
し
て
夏
祭
り   

小
岩
あ
か
り（
１
年
）

心
静
か
に
一
句

第
64
回
水
道
週
間

　
児
童
書
道
展

　

町
は
第
64
回
水
道
週
間
（
６
月
１
日
～

７
日
）
に
合
わ
せ
、
平
泉
、
長
島
両
小
学
校

と
、
町
の
水
道
が
一
部
利
用
さ
れ
て
い
る

一
関
市
舞
川
の
舞
川
小
学
校
の
４
、６
年

生
か
ら
書
道
作
品
を
募
集
。
応
募
作
品
を

６
月
23
日
～
29
日
に
役
場
町
民
ホ
ー
ル
に

展
示
し
ま
し
た
。

　

題
材
は
４
年
生
が
「
上
水
」
、
６
年
生
が

「
水
道
週
間
」
で
１
３
０
点
の
応
募
が
あ

り
、
36
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。
最
高
賞
の
特

選
は
、
４
年
生
の
部
で
津
嶋
環
奈
さ
ん
（
平

泉
）
、
６
年
生
の
部
で
千
條
結
月
さ
ん
（
平

泉
）が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

津
嶋
さ
ん
は
「
『
水
』
の
最
後
の
部
分
が

難
し
か
っ
た
で
す
」
、
千
條
さ
ん
は
「
し
ん

に
ょ
う
と
止
め
、
は
ら
い
に
気
を
付
け
ま

し
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
振
り
返
り
、
受
賞
を
喜

び
ま
し
た
。

　

特
選
を
除
く
入
賞
者
は
次
の
通
り
で

す
。
（
敬
称
略
、か
っ
こ
内
は
学
校
名
）

【
４
年
生
の
部
】

▽
金
賞
＝
中
村
彩
音
（
平
泉
）
、
藤
原
颯
（
平

泉
）、葛
西
琉
希（
長
島
）、千
葉
璃
澄（
舞
川
）

▽
銀
賞
＝
藤
吉
朝
日
（
平
泉
）
、
石
川
華
（
平

泉
）、千
葉
碧
依（
長
島
）、菅
原
朱
莉（
舞
川
）

▽
銅
賞
＝
津
田
来
未
（
平
泉
）
、
大
﨑
結
月
（
平

泉
）、浅
利
南
々
子（
長
島
）、小
野
寺
蓮（
舞
川
）

▽
努
力
賞
＝
須
藤
朔
弥
（
平
泉
）
、
遠
藤
怜
人

（
平
泉
）
、
岩
渕
未
来
（
長
島
）
、
斎
藤
颯
天
（
長

島
）、吉
田
仁
香（
舞
川
）

【
６
年
生
の
部
】

▽
金
賞
＝
本
間
嘉
悠
（
平
泉
）
、
鎌
田
心
人
（
平

泉
）、山
平
佳
穂（
長
島
）、千
葉
美
音（
舞
川
）

▽
銀
賞
＝
東
郷
沙
希
（
平
泉
）
、
菊
地
杏
（
平

泉
）、千
葉
苺
佳（
長
島
）、蕨
野
天
能（
舞
川
）

▽
銅
賞
＝
及
川
真
緒
（
平
泉
）
、
千
葉
純
大
（
平

泉
）、千
葉
成
珠（
長
島
）、吉
田
陽
依（
舞
川
）

▽
努
力
賞
＝
千
葉
咲
彩
（
平
泉
）
、
阿
部
蒼
空

（
平
泉
）
、
千
葉
愛
羅
（
長
島
）
、
佐
藤
美
優
（
舞

川
）、千
田
光
友
菜（
舞
川
）

６年生の部特選を受賞
した千條結月さん

４年生の部特選を受賞
した津嶋環奈さん

町いわて子育て世帯臨時特別支援金のお知らせ

書に必要事項を記載し、申請者名義の通

帳の写しを添えて10月31日（月）までに提

出してください。申請書は町ホームペー

ジからダウンロードできるほか、町民福

祉課窓口でも取得できます。申請時に別

途、書類などが必要な場合があります。詳

しくは町ホームページを確認するか、お

問い合わせください。

・対象児童①の保護者で、所属庁から児童
手当を受給している公務員

・対象児童②のみを養育している保護者
・対象児童①または②の保護者で、離婚な
どにより本支援金を受け取った元の養
育者から支援金相当を受け取っていな
い現在の養育者

■支給方法
　対象児童①の保護者（公務員は除く）へは、

児童手当・特例給付の振込指定口座に８月10

日（水）に支給予定です。そのほかは、申請書が

提出され次第審査し、順次支給します。

■問い合わせ先…町民福祉課　☎46-5562

■対象児童
①５月分の児童手当・特例給付の支給対象

となる児童（公務員分を含む）
②平成16年４月２日～平成19年４月１日生

まれの児童（高校生など）
■支給対象者

　４月30日時点で町に住民登録していた対

象児童の保護者

※５月分の児童手当・特例給付の受給者が対

象となりますが、児童手当・特例給付を受

け取っていない場合（高校生のみを養育し

ている場合など）は、対象児童の保護者の

うち、令和３年中の年収が高い方が支給対

象者となります。支給対象者が町外に在住

している場合、支援金の支給対象外です。

■給付額…対象児童１人当たり３万円

■申請方法
▷対象児童①の保護者（公務員は除く）へは

プッシュ型での支給となるため、申請は

不要です。

▷次に該当する人は申請が必要です。申請

原油価格や物価高騰などの影響を受ける子育て世帯に、町独自の臨時特別支援金を支給します。


